
事故時放射線
管理体制

資機材調達
輸送体制

事故時運転
操作手順書

事故時運転
操作手順書
徴候ベース

アクシデント
マネジメント
（AM)
の手引き

緊急時
対策要員

緊急時対策要員
現場要員の
大幅増員

中央制御室
通信手段増強

衛星携帯電話
配備増強

電源機能等
喪失時

対応ガイド類

緊急時対策要員
の７日分の
飲食料を備蓄

SPDS 停止時の
プラント
情報共有
手引き

夜間・休祭日
宿直体制

運転員の増員

中央制御室
免震重要棟間
ホットライン

ＴＶ会議
システム

プラント
パラメータ
伝送システム
（ＳＰＤＳ）

輸送会社との
輸送契約

（警戒区域含む）

輸送会社
運転手の
放射線
防護教育

燃料の備蓄

輸送会社との
輸送契約

津波ＡＭ
の手引き

緊急時対策要員
号機担当配置

警報発生時
運転操作
手順書

情報伝達
情報共有

事故時運転
操作手順書
シビア

アクシデント

運転員
シミュレータ

訓練

運転員
シミュレータ

訓練
地震＋津波
＋ＳＢＯ

電源機能等
喪失時
対応訓練

夜間・休祭日
宿直体制
の増強

衛星携帯電話 非常時の燃料
調達協定

後方支援拠点

国との
ＴＶ会議
システム連携

衛星携帯電話
屋外アンテナ

中央制御室
蓄電池等配備

モニタリング
カー増強

(1台→３台）

可搬型モニタ
リングポスト

モニタリング
カー1台配備

モニタリング
ポスト
電源２重化
伝送系２重化

復旧要員の
放射線防護
装備品
配備増強

緊急時対策室
放射性物質
流入防止

モニタリング
ポスト
電源強化

復旧要員の
放射線防護
装備品
APD配備

放射線測定
要員の
大幅増強

免震重要棟
中央制御室に
APD増設

簡易式
入域管理
装置の配備

緊急時訓練

アクシデント
マネジメント
研修

緊急時訓練
シビアアクシ
デント想定

緊急時訓練
の強化

運転員津波AM
の手引き研修

運転員
ＡＭ

手順書研修

夜間・休祭日
宿直体制
放管員増強

緊急時臨機
応変対応
ガイド

緊急時対応
への備え想定を越える事故への備え

原子力事故の教訓から学んだ課題に対して運用面の対策を実施しています。

福島第一事故を踏まえた追加対策（※）

従来から継続している対応

従来から継続している対応
（アクシデントマネジメント対応）

新潟県中越沖地震等を踏まえた対策

対
策

具
体
的
対
応

柏崎刈羽原子力発電所の安全対策（運用関連）

放射線測定要員教育汚染拡大防止訓練

整備した手引きの例

緊急時総合訓練

シミュレータ訓練

９月21日刈羽会場 左：相澤副社長　右：横村発電所長

主な質疑応答
Ｑ．福島事故の原因に地震の影響を排除すべきでない。
Ａ．当社は、炉心損傷の主な原因は津波による電源喪失だと考えていますが、地震
についても決して影響を否定するような考えはもっておりません。また、地震
対策を全くしなくていいと考えているわけでもありません。今後、柏崎刈羽原
子力発電所の外部電源などの耐震性向上も実施してまいります。

Ｑ．発電所周辺の活断層調査をしっかりすすめて欲しい。
Ａ．中越沖地震後から継続して調査研究を進めていますが、今回の地震後にも新た
な知見が出てきたのでそれらを踏まえて慎重に評価を進めていきたいと思って
います。

Ｑ．夏場の電力需要の想定は過大だったのではないか？
Ａ．今夏は安定供給を確保できたものの、震災以降、経年火力の高稼働や高需要期
における緊急設置電源の運転、更には夏期に向けた定期点検の延伸等により、
既存の火力電源で精一杯の努力で供給力を捻出しています。火力発電の設備は
通常約40年が寿命ですが、それ以上も運転したものもフル回転で運転してお
り、計画外停止のリスクがある中で、万全な供給体制とは言い難い状況が続い
ています。

Ｑ．東京電力は再生可能エネルギーをすすめるべき。
Ａ．ＣＯ２を出さず、燃料費もかからず、燃料自給率向上にも役立つ再生可能エネル
ギーについては、当社としても努力してまいる所存です。

Ｑ．スイスではフィルターベントに薬品を使っているようなので、東京電力も検討すべき。
Ａ．柏崎刈羽原子力発電所に設置予定のフィルターベント設備でもヨウ素などを吸収
する効果のある薬液を使うことを考えており、最も効果的な薬液を選定中です。

（※）一部計画中の対策を含む

説明資料、質疑の状況などは発電所ホームページで公開しています。
http://www.tepco.co.jp/nu/kk-np/info/tohoku/setsumei-j.html

2012年10月14日発行（H24－I－6）
編集発行責任者：柏崎刈羽原子力発電所　広報部企画広報グループマネージャー
　  0120－120－448（無料）月～金曜日 午前9時～午後5時

福島第一原子力発電所の事故発生以来、地域の皆さまに大変なご心配と
ご迷惑をおかけしており、改めて心よりお詫び申し上げます。

地域の皆さまへ説明会を開催いたしました
9月20日に柏崎市、21日に刈羽村で福島第一原子力発電所事故の経過と教訓および柏崎刈羽原子力
発電所の安全対策の実施状況についてご説明いたしました。
その際のご説明内容の一部をご紹介いたします。

炉心
損傷後津波対策 電源

供給
注水用
水 源

高圧時の
原子炉
注水

原子炉の
減圧

低圧時の
原子炉
注水

原子炉、
格納容器
の除熱

防潮堤

建屋防潮壁, 
防潮板

重要エリア
止水処理

原子炉建屋
等排水

蓄電池等
（直流電源）
強化

空冷式ガス
タービン発電
機車高台配備

電源車
高台配備

復水貯蔵槽
（CSP ）

貯水池

建屋外からの
CSP注水
手順

SRV 駆動用
空気圧縮機

SRV 操作用
予備蓄電池

電動駆動の
低圧注水系

ディーゼル
駆動消火系
増強

消防車
（注水用）
高台配備

変圧器周辺
浸水防止

津波警告
システム

交流電源なし
の格納容器
スプレイ手順

代替
熱交換器
設備

格納容器
ベント用手動
ハンドル

外部電源

格納容器
頂部
水張り

原子炉建屋
水素処理
設備

原子炉建屋
トップベント
設備

フィルタ
ベント設備

開閉所，
変圧器
耐震強化

耐震強化

淡水タンク
耐震強化

復水補給水系
配管等の
耐震強化

燃料プール
冷却浄化系

外部からの
注水配管

消防車
（注水用）
高台配備

コンクリート
ポンプ車

免震棟設置

モニタリング
機能強化

免震棟の
増強

海水利用
手順

地下軽油
タンク

代替水中
ポンプ

MUWCへの
外部接続口

プラント状態
監視機能強化

非常用
ディーゼル
発電設備

純水タンク
蒸気駆動の
高圧注水系
（RCIC）

電動駆動の
高圧注水系

直流電源
（蓄電池）

逃がし安全弁
（SRV ）

自動減圧系

格納容器
スプレイ
手段の増強

ろ過水
タンク

隣接号機
からの
電源融通

復水器

残留熱
除去系

がれき撤去
用重機

復水補給水系
（MUWC）

電動駆動の
消火系

ディーゼル
駆動消火系

通信設備
増強

復水
補給水系

ディーゼル
駆動消火系

格納容器
耐圧強化
ベント設備

圧力容器
下部への
注水

海水ポンプ
予備モータ

残留熱
除去系

燃料プール
補給水系

SRV 駆動用
予備ボンベ

中央制御室
環境改善

開閉所
防潮壁

建屋水素
濃度計

熱交換器
建屋等
浸水防止

火災対応用
消防車配備

井戸

消火系配管
地上化

補機取水路
蓋掛け

更なる
高台電源等
増強

耐震設計

送電鉄塔
基礎安定性
等評価

代替高圧
注水設備

ホウ酸水
注入系緊急
活用手順

RCIC手動
起動手順

制御棒駆動
水圧系緊急
活用手順

監視カメラ
・水位計

高台電源
設備

アクセス
道路補強

各設備、機
器の設置高
さで確保

燃料
プール
注水除熱

耐震性
向上

その他
事故
対応

原子力事故の教訓から学んだ課題に対して設備面の対策を実施しています。

事故発生防止 事故時の炉心損傷防止 事故影響緩和

防潮板

防潮壁

１号機原子炉建屋

１～４号機側防潮堤

電源車接続訓練

貯水池

RCIC手動起動訓練

消防車による注水訓練

コンクリートポンプ車

トップベント
設備（１号機）代替熱交換器設備接続訓練

可搬型PHS使用訓練

ホイルローダ
による除雪訓練

対
策

具
体
的
対
応

柏崎刈羽原子力発電所の安全対策（設備関連）

基本設計で採用した設備

福島第一事故以前に整備した
アクシデントマネジメント対策

福島第一事故を踏まえた対策（※）

新潟県中越沖地震を踏まえた対策

（※）一部計画中の対策を含む

９月20日柏崎会場


